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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／燃料電池・水電解の共通基盤技術開発

ＰＥＦＣ評価解析プラットフォームマネジメント

一般社団法人 FC-Cubic 田中慎太郎、山内将樹
連絡先：（s-tanaka@fc-cubic.or.jp, m-yamauchi@fc-cubic.or.jp)

目標達成に向け基盤技術を構築・活用
DX技術の活用による開発加速、産学連携の推進

35年HDV向けFCには、MEAとしての性能目標
（120℃・EOL（5万hr後）IV特性)の達成が必要

目標達成には、各部材の物性向上が必要
膜の伝導度、触媒活性の大幅な向上が必要

材料開発を推進するとともに、原理・メカニズム
を明確にしていく

複数事業での材料・技術の組み合わせで
HDV目標達成の取り組み方も推進

27年 S/Gに向けNEDO-MEAを2回し評価
２６年度内に組み合わせの検討も着手

35年HDV目標とはGapが大きい
本仕様と評価結果を今事業のベースラインに設定

評価解析プロトコル構築、共通の横並び評価条件の設定完
仕様絞り込み等による工数削減と材料研究GrFBの両立

各材料研究Gの試料を評価して結果/課題をFB
各材料研究Gの開発進捗度確認に活用中

MIX-Platform・材料解析技術についての
ワークショップを開催

Sim Grを中心としたSimに関する情報発信と、
外部機関と連携したシンポジウムで産官学連携を推進

事業者および有識者などからなる体制を構築、
技術開発の戦略・方針・課題への対応策を検討

性能向上の鍵となる技術に対し、DX技術を適用 AI活用した情報収集、DB化、定期的な情報発信

今後の取り組み
1. 2035年HDV目標達成に向けたMEA提案
単一事業／複数事業成果の統合

２. 評価解析PFの高度化と効率化
HDV条件対応評価、材料研究GrへのFB

３. DX・自動自律実験の展開
MI連携による開発期間の短縮、データ基盤構築

4. 産学官連携の深化と継続的な情報発信

5. PFの自律運営に向けた基盤づくり
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